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吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問
　
一
般
に
は
生
産
年
齢
人
口

と
呼
ば
れ
な
い
高
齢
の
人
た
ち
が

多
数
働
い
て
社
会
を
支
え
て
い
る
。

町
田
市
役
所
で
は
ど
の
よ
う
な
就

労
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
総
務
部
次
長
　
町
田
市
職
員
の

定
年
は
医
師
及
び
歯
科
医
師
を
除

き
60
歳
と
な
っ
て
お
り
、
61
歳
か

ら
65
歳
ま
で
は
希
望
者
を
対
象
と

し
て
再
任
用
制
度
で
任
用
し
て
い

ま
す
。
65
歳
以
上
の
就
労
希
望
者

に
は
、
臨
時
職
員
、
嘱
託
員
の
公

募
に
よ
る
採
用
選
考
を
経
て
任
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
問
　
小
田
急
多
摩
線
延
伸
に
関

す
る
関
係
者
会
議
で
開
業
想
定
年

次
を
令
和
15
年
に
繰
り
下
げ
た
が
、

従
来
方
針
の
変
更
（
６
年
遅
れ
）

を
広
報
す
べ
き
で
あ
る
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
調
査
報
告

書
に
書
か
れ
て
い
る
２
０
３
３
と

い
う
開
業
年
次
は
、
あ
く
ま
で
も

調
査
の
便
宜
上
設
定
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
現
在
、
目
標
年
次
に

変
更
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
論 

は
破
綻
し
て
い
る

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
大
戸
踏
切
立
体
化
と
相
原

駅
東
口
ア
ク
セ
ス
路
の
進
捗
は
。

　
道
路
部
長
　
現
在
、
立
体
化
の

支
障
と
な
る
水
道
本
管
の
移
設
工

事
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

相
原
駅
東
口
ア
ク
セ
ス
路
は
土
地

の
境
界
を
確
定
す
る
作
業
や
、
個

別
に
宅
地
の
ど
こ
ま
で
が
道
路
に

な
る
か
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
相
原
駅
東
口
ア
ク
セ
ス
路

の
無
電
柱
化
は
実
現
可
能
か
。

　
道
路
部
長
　
地
上
機
器
設
置
場

所
が
課
題
で
す
。
今
年
度
か
ら
用

地
取
得
の
準
備
を
進
め
、
道
路
工

事
の
詳
細
設
計
と
無
電
柱
化
に
向

け
た
検
討
の
深
度
化
を
図
り
ま
す
。

　
問
　
土
地
利
用
計
画
の
内
容
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
地
区
を

３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
て
い
ま

す
。
１
つ
目
は
商
業
交
流
拠
点
を

誘
導
す
る
駅
前
ゾ
ー
ン
、
２
つ
目

は
に
ぎ
わ
い
創
出
と
住
環
境
の
向

上
を
目
指
す
駅
南
ゾ
ー
ン
、
３
つ

目
は
公
共
施
設
再
編
を
図
る
公
共

施
設
ゾ
ー
ン
な
ど
で
す
。

相
原
駅
周
辺
ま
ち 

づ
く
り
・
賑
い
を

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
利
用
率
の
高
い
総
合
体
育

館
の
延
命
処
置
と
し
て
、
閉
鎖
し

て
大
規
模
改
修
工
事
が
考
え
ら
れ

る
。
増
加
す
る
個
人
競
技
種
目
に

対
応
で
き
る
施
設
整
備
も
検
討
し

て
い
く
の
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

多
く
の
種
目
が
体
験
で
き
る
施
設

整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
、
バ
ス

路
線
の
新
設
増
便
、
豪
雨
時
に
避

難
施
設
の
提
供
を
要
望
す
る
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
東
急
電
鉄

と
連
携
し
て
バ
ス
事
業
者
と
協
議

を
続
け
て
お
り
、
町
田
バ
ス
セ
ン

タ
ー
行
き
の
増
便
、
相
模
大
野
駅

な
ど
の
拠
点
駅
と
を
結
ぶ
新
規
路

線
導
入
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

　
防
災
安
全
部
長
　
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

建
設
中
の
施
設
の
場
所
と
照
ら
し
、

ど
の
施
設
が
利
用
可
能
か
を
確
認

し
、
関
係
者
間
で
協
議
し
た
い
。

市
内
５
カ
所
に

体
育
館
の
建
設
を

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
山
崎
団
地
セ
ン
タ
ー
前
バ

ス
停
の
始
発
便
の
増
便
と
ロ
ー
タ

リ
ー
内
停
留
所
の
復
活
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
増
便
は
、

現
在
の
利
用
者
数
か
ら
判
断
す
る

と
難
し
い
状
況
で
す
。
ロ
ー
タ
リ

ー
内
で
の
停
車
は
、
バ
ス
事
業
者

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
熱
中
症
防
止
へ
、
学
校
に

ミ
ス
ト
や
テ
ン
ト
の
設
置
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
ミ
ス
ト
の
設

置
も
含
め
、
各
学
校
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
の
工
夫
を
今
全
校
で
共

有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
リ
ニ
ア
立
坑
工
事
の
ダ
ン

プ
走
行
に
よ
る
歩
行
者
の
安
全
対

策
と
交
通
渋
滞
対
策
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
安
全
対
策
を

徹
底
し
万
全
の
対
応
を
行
う
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
東
海
に
引
き
続
き
要
請
し
て

い
き
ま
す
。
交
通
渋
滞
は
、
引
き

続
き
工
事
用
車
両
の
運
行
ル
ー
ル

を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

バ
ス
交
通
の
利
便 

性
向
上
を
求
め
て

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
空
き
家
ゼ
ロ
を
目
指
す
た

め
の
、
取
り
組
み
増
強
と
関
係
業

界
諸
団
体
と
の
連
携
強
化
を
求
む
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
空
家
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
不
動
産
関
係
団
体
と
の

連
携
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

不
動
産
流
通
の
促
進
に
つ
い
て
も
、

さ
ら
に
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。

　
問
　
市
内
繁
華
街
の
客
引
き
等

環
境
は
、
地
域
の
方
々
の
努
力
に

よ
り
改
善
傾
向
が
顕
著
だ
。
さ
ら

な
る
後
押
し
の
た
め
、
「
客
引
き

行
為
等
の
防
止
条
例
」
の
策
定
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
条
例
が
市
の

も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
市
内
も

都
条
例
の
規
制
の
範
囲
で
す
の
で
、

各
関
係
機
関
と
し
っ
か
り
と
意
識

合
わ
せ
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
原
町
田
大
通
り
に
新
し
い

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
早
期
設
置
を
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
協
議
会
、

警
察
、
市
が
共
通
の
理
解
を
す
る

こ
と
が
一
番
重
要
で
す
。
課
題
を

整
理
し
て
い
く
場
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
促
進 

客
引
き
防
止
条
例

　
松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
小
中
学
校
の
運
動
会
練
習

中
に
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
。

運
動
会
で
テ
ン
ト
の
な
い
学
校
が

あ
っ
た
が
テ
ン
ト
の
整
備
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
設
置
す
る
ほ

う
が
リ
ス
ク
が
高
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
各
学
校
で
保
有

す
る
テ
ン
ト
の
数
や
使
用
頻
度
を

調
査
し
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　
熱
中
症
は
命
に
関
わ
る
。

防
災
行
政
無
線
で
注
意
喚
起
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
天
候
の
状
況
、

気
象
庁
や
都
か
ら
ど
の
よ
う
な
要

請
が
あ
る
か
も
含
め
ま
し
て
慎
重

に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
５
月
１
日
元
号
が
令
和
に

な
り
天
皇
陛
下
御
即
位
に
祝
意
を

表
す
た
め
国
か
ら
国
旗
掲
揚
等
の

依
頼
が
さ
れ
た
。
市
の
対
応
は
。

　
総
務
部
次
長
　
各
部
所
管
施
設

に
協
力
す
る
よ
う
文
書
依
頼
し
、

市
庁
舎
や
国
旗
掲
揚
設
備
等
が
あ

る
施
設
は
５
月
１
日
に
掲
揚
し
、

ま
た
、
小
学
校
42
校
、
中
学
校
20

校
全
校
で
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
／
元 

号
令
和
へ
の
対
応

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
交
差
点
へ
の
安
全
対
策
強

化
の
た
め
、
市
は
警
察
と
連
携
し

早
急
に
点
検
、
改
善
を
さ
れ
た
い
。

　
木
島
副
市
長
　
早
期
に
危
険
箇

所
の
点
検
に
着
手
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
適
切
に
安
全
対
策
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
上
小

山
田
非
常
口
新
設
工
事
も
本
格
的

に
工
事
関
係
車
両
の
運
行
が
ふ
え

て
く
る
が
、
近
隣
住
民
の
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
要
所
要
所
に

交
通
誘
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
安
全
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
小
田
急
多
摩
線
調
査
報
告

を
受
け
て
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
こ
れ
ま
で

の
調
査
研
究
の
段
階
か
ら
、
関
係

者
が
事
業
参
画
を
判
断
す
る
た
め

の
検
討
段
階
に
移
行
し
、
関
係
者

間
で
連
携
し
て
延
伸
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
・
リ
ニ 

ア
・
小
田
急
多
摩

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
事
業
系
ご
み
を
削
減
し
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
早
期

資
源
化
で
、
焼
却
す
る
ご
み
量
を

減
ら
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
資
源
ご
み
処

理
施
設
を
相
原
地
区
、
上
小
山
田

地
区
に
整
備
し
、
事
業
系
ご
み
は
、

組
成
調
査
で
デ
ー
タ
を
集
め
啓
発

活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
18
年
度
の
介
護
保
険
制
度

改
定
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
変

化
や
影
響
が
生
じ
て
い
る
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
比
較
的

所
得
の
あ
る
方
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
負
担
割
合
が
３
割
に
な
り
、

要
介
護
認
定
更
新
に
係
る
有
効
期

間
延
長
、
福
祉
用
具
貸
与
価
格
に

上
限
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
問
　
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
は
、
統
廃
合
あ
り
き
で
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
審
議
会
に
必

要
な
情
報
を
提
示
し
、
統
廃
合
の

可
能
性
も
含
め
て
、
丁
寧
に
議
論

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ご
み
減
量
の
現
状 

と
課
題
を
問
う

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
通
信
事
業
者
と
連
携
し
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
対
策

の
強
化
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
通
信
機
器
を

用
い
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
通
信
事
業
者
と
警
視
庁
と
協

議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き

続
き
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
へ

の
音
響
案
内
装
置
の
利
用
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
17
年
度
に
は

受
信
機
の
増
設
要
望
に
つ
い
て
、

18
年
度
に
は
一
部
の
受
信
機
が
作

動
し
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
　
旧
河
川
敷
の
活
用
に
つ
い

て
住
民
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
市

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
。

　
下
水
道
部
長
　
旧
河
川
敷
の
利

用
を
図
る
所
管
部
署
と
連
携
を
と

り
、
河
川
管
理
者
と
調
整
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
対
策
の 

さ
ら
な
る
強
化
を

町田市立総合体育館

　各議員のタイトル下
にあるＱＲコードから
一般質問の録画映像に
アクセスできます。
※動画の再生には別途
　通信料がかかります。

一般質問
　6月11日から14日、17日の5日間に
わたり、32名の議員が市政を取り巻く
諸問題について、意見・提案を交えな
がら、市長などの考えをただしました。
質問、答弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般
質問を行わないことになっています。


